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西尾正道医師

「これからの健康被害」 は
①長寿命放射性元素体内取り込み症候群

②複合汚染列島における健康被害と医療の崩壊

【７～８月の予定】
●生協基幹運営／地域活動 ・ 催し● ●提携 ・ 協同企画●　

・ 7/2 総代活動打合せ会 （バターづくりで仲間づくり）
・ 7/16 石焼き釜ピザ焼き体験交流 （つくば組合員宅）
・ 7/17 つくばまめいち （つくば大角豆）

・ 7/2-3 甲状腺検診 　三郷、 白井 （関東子ども基金）
・ 7/9-10 甲状腺検診　真岡 ・ 益子 （関東子ども基金）
・ 7/15　西尾正道講演会 「これからの健康被害」
・ 7/23　「東海第２原発訴訟でわかってきたこと」
（脱原発自治体議員連盟 ・ 原発いらない牛久の会）　

◎７/ ２６ （火） 10:30 ～ 12:30 常総生協本部
か－ちゃんの力 渡邊とみ子さんを生協にお迎えして

「渡邊さんお話し会と郷土料理で交流会」
〇７/ ２７ （水） 定例理事会 （第３回）
【有機野菜セット生産者交流会】 （いずれも１０時～１４時）

７/ ２８ （木） 微生物農法の会長島さん
８/ ２　　（火） 清水農園
８/ １１ （木） 宇治田農場
８/ ２２ （月） 土れ味農園 天池さん
８/ ２７ （土） くわはら農園

◎７/ ２５ （月） 13:30 ～ 15:30 常総市保健センター
　　ふくしま飯館村といばらき常総市をつなぐ
　　か－ちゃんの力 渡邊とみ子さんお話し会

「福島のいま 被災地だから見えてくるもの」

【業務連絡】 このカタログ８月２回のお届けは、 8/7 ～ 12 の通常です。

今週もうひとつ配布している８月３回のカタログ商品のお届けは 8/17 （水）

～ 19 （金） の３日間です。

③食の安全

早期発見、

適切治療

（北海道がんセンター名誉院長）

（関東子ども健康調査支援基金顧問）
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　この 40 年間で、 ホルモンに関係したがんが米国も日本も共に５

倍に増加している。 男性では前立腺がん、 女性では乳がん、 子

宮体がん、 卵巣癌が５倍になっている。

　日本では 40 年間でアメリカ産の牛肉の消費量が５倍に。 牛肉

の消費量のカーブと、 ホルモンに関連したがんの罹患率のカー

ブが見事に重なる。 米国では生産性を１割高めるために、 女性

ホルモン入りのエサを与えて飼育した牛肉を輸出している。

（右表） 国立がん研究センターの 2015 年のがん罹患者数予測

では、 男性では前立腺がんが胃がんを抜いてトップに。 女性は

ダントツに乳がんがトップになると報告されている。

「私が医者になった頃、子宮がんといっても、子宮頸がんが 9割、

子宮体がんが 1 割だった。 最近では子宮頸がんが 4 割で、 子

宮体がんが 6割になっている」

【3】 医療費は 40 兆円に迫る ・ ・ ・ これを狙うアメリカ企業　　TPP へ

米国の医療費が高いことは

周知の事実だが、 米国家庭

の破産の 62％は医療費が

原因とされる （Time 紙）。

日本の医薬品輸入額は 2.8

兆円。

米国政治は企業と一体。
（TPP 締結に向けたロビー費用）

製薬会社 ・ 医療業界 5,300 億円
防衛 ・ ミサイル業界  1,500 億円
精油 ・ ガス関連業界    100 億円

【２】 「がんの若年化」 ・ ・ ・ これは、 食生活 ・生活環境が深く関与している

　　　　　　日米ともにホルモンに関連したがんが５倍に！

　第Ⅰ部は 「放射線の健康被害」、 第Ⅱ部は 「TPP がもたらす医療崩壊と健康問題」 でした。

４時間に及ぶ講演で、 かつ内容が濃かったことから、 ２回にわけてエッセンスを紹介してゆきます。

時間が押して、 第Ⅱ部が圧縮されてしまったので、 こちらから紹介してゆくこととします。

7/15 西尾正道医師による講演 「これからの健康被害」 （１）

【１】 「がん」 が死因の一位に　しかも若年化 ・ ・ ・ 寿命が延びたからだけでは説明できない

（左） 戦後一貫してがんが増加。 （中） がんは死亡原因の一位に、　（右） がん罹患者が若年化
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【４】 TPP とは ・ ・ ・ 昔は戦争、 今は企業 （TPP）

　　　　　　　　米国企業が日本人を病気にさせ、 医療を儲けの対象として狙っている

有機リン系 ・ ネオニコチノイド系農薬は神経毒

性を示す。

【６】 毒性化学物質と放射線影響の相乗作用で　　がん ・非がんを問わず多様な疾患が発生してゆく

【５】 ホルモン剤入り牛肉、 耐性菌豚肉、 ネオニコ農薬、 遺伝子組換え作物

単位面積当たり農薬使用量と発達障害の相関。 韓国と

日本がダントツ。
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タイトル 人数 観た場所 観た組合員さんの感想（お礼の言葉は一部省略しました）

祝の島 ２ 自宅

恥ずかしい話ですが、 私が原発を身近かな問題として感じたのは、 福島第一原

発事故からです。 ずーっとずーっと、 何十年もの間戦い続けている島の人々に頭

が下がります。 そう、 島の人々も、 私たちも、 ただ平和な安全な普通の生活がし

たいだけなのです、 と怒りを持って改めて思いました。

六ヶ所村
ラプロディー

４ 自宅

原発は作る ( 生かす） も地獄、 殺すも地獄で、 どう転んでも私たちの血税は、 維持する

ためにも、 廃炉にするためにも、 どんどん使われていく。 その上、 命の危機におびやか

されながら、 未来の子孫にまでも…。 　頑張っている人たちがいるということ！そして福

島の事故があっても、 なお原発を進めようと （動かそうと） する人たちを、 許してはなら

ないと思った。 止めたい！

放射性廃棄物 ２ 自宅
ロシアの原発事故など、 公になっていない事実について、 多くの人に知ってもらいたい。

原発業界の隠蔽体質は 「隠したい事実」 があるから。 放射性廃棄物の問題も解決でき

ていない現状、 原発の稼働は本当に止めるべき。

赤とんぼが
いない秋

４ 自宅
殺虫効果の強い農薬を使用した食べ物や米などを、 人間が食べて本当に大丈夫なの

か？実際に被害にあっている方の声を聞くと、 恐ろしく思いました。 知らず知らず口にし

ているのでしょうが、 極力避けられるものは避けていきたいとさらに強く感じました。

２ 自宅

理事時代に学んだことを再認識しました。 　私なりに環境問題にも配慮しながら生活して

いるつもりですが、 八郷での菜の花サミット開催以後、 本部では脱原発に力を入れすぎ

る事で、 石鹸運動などは６月に１度だけ呼びかけがあるものの、 手抜きがあるように感じ

ています。 大きなくくりで言えば、 脱原発の大事ではありますがー。

サクリファイス

１ 自宅 すさまじい映像だ。 多くの人々に観て貰いたい。

３ 自宅
食べ物の事、 種の事を良く知って、 選んでいかないと、 世界中が大企業に支配されて

しまうのを再確認しました。 みんなもっと知りましょう！と声を大きくしていきたい。

未来の食卓 ２ 自宅 家族の健康第一に食品を選びたい。

【新着DVDのお知らせ】

自然と
共存する
農のかたち

日本有機農
業研究会編
（12 分）

魚住農園のキャベツに付くアオムシ （チョウの幼虫） に、

産み付けられたアオムシサムライコマユバチの卵が、 孵化す

るとアオムシを餌として育つ様子を収めた映像です。 「有機農

業は、 農薬に頼らず、 命のつながりに任せて、 作物を作らせ

ていただいている」　という魚住さんの言葉が心に残ります。
ネオニコ農薬問題シンポで講演する
魚住さん （2010 年イーアスつくば）

←アオムシの体内から
出てくるコマユバチ

【７】 健診で早期に発見、 適切に治療で、 医療費を抑える

「小さな上映会ＤＶＤ貸出リスト」　脱原発とくらし見直し委員会

〇がん健診の具体的対応例
部位 健診 検査

胃がん ピロリ菌検査
バリウム検査より
内視鏡（2～ 3年
に 1回）

大腸がん 便潜血 内視鏡
（＋ｶﾌﾟｾﾙ内視鏡）

肺がん 痰細胞診 CT
（3～ 4年に 1回）

乳がん 視触診 エコー検査
マンモは×

子宮がん 細胞診 予防ワクチン×
肝 ・胆 ・
膵臓がん

エコー検査 C型＆ B型肝炎
ｳｲﾙｽｷｬﾘｱ対象

全身 PET・腫瘍マーカー


